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本会議での検討事項

① 市民の防災知識・技術を向上させるための

展示内容及び指導要領

②社会のニーズに応じた効果的かつ効率的な

     運営に関する事項

③その他
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あべのタスカル（阿倍野防災センター）概要

大阪市では、平成７年の阪神・淡路大震災を教訓に、それまでの
「大阪市地域防災計画」を抜本的に見直し、 新しい計画にそった
災害に強いまちづくりの一環として、災害時に迅速・的確に応急
活動を進めるため、阿倍野防災拠点施設を建設した。

【主な施設構成】

１階：備蓄倉庫
２階：備蓄倉庫
３階：阿倍野防災センター
４階：電気機械諸室
５階：屋内プール、研修室
６階：屋内プール・研修室
７階：研修室

●阿倍野防災センターは、災害に関する知識及び技術の普及向上
並びに防災意識の高揚を図るとともに、災害発生時における応急
活動の拠点としての役割を果たすことを目的に、体験型防災学習
施設として平成16年に開設

（防災センター部分 工事費約26億円 うち展示設備約12億円）

東日本大震災をはじめ、近年発生した災害の教訓を取り入れた学
習内容への更新と老朽化した設備やシステム機器の整備のため、
平成31年４月にリニューアルオープン。

（リニューアル工事費 約５億６千万円）

●一般市民の防災意識・能力の向上を目的とした｢防災体験学習
エリア」と、地域・団体等において防災活動を推進する方々などに
研修や訓練等を行う「防災研修訓練エリア」に分かれている

●｢防災体験学習エリア」では、阪神淡路大震災の教訓を生かし、
地震災害に特化した研修内容を、一連のシナリオとしてストーリー
に沿って学習できるシステムを構築している
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あべのタスカル（阿倍野防災センター）概要
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周辺施設
★ ターミナル駅（JR・地下鉄・近鉄他 ７路線）に近い立地

★ 天王寺・あべのエリアは、にぎわい 創出拠点
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議題２
あべのタスカルの現在の取組み及び今後について

６

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

来館者数
（名）

6,664 7,133 8,627 9,113 13,897 9,763 8,831 9,118 6,994 7,494 8,772 7,947 104,353

（内防災学習
体験エリア） 4,746 5,314 6,770 6,938 9,531 7,866 6,817 7,436 5,215 5,729 6,955 6,039 79,356

（内防災研修
訓練エリア）

1,918 1,819 1,857 2,086 4,366 1,897 2,014 1,632 1,779 1,765 1,817 1,908 24,858

【参考】 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

来館者数 100,913 29,382 41,969 76,711 94,923

内防災学習体験エリア） 73,423 10,488 17,019 51,405 70,101

（内防災研修訓練エリア）
27,344 18,451 24,950 24,768 24,597

【令和6年度来館者数】



アンケート結果①

体験満足度 満足したコーナー 不満足コーナー 助かる力
助ける力が身についた

もう一度来たいと思うか

■満足した 3,609 ■震度７体験 2,744 ■タスカルシアター 57 ■思う 2,693 ■思う 3,197

■やや満足 383 ■消火を学ぶ 1,949 ■震度７体験 46 ■やや思う 1,086 ■思わない 130

■やや不満足 27 ■煙を学ぶ 1,862 ■消火を学ぶ 45 ■やや思わない 54 ■どちらでもない 400

■不満足 11 ■がれきの街 1,670 ■煙を学ぶ 44 ■思わない 25

■タスカルシアター 1,584 ■がれきの街 39

７



アンケート結果②

年代 住まい 来館回数 施設を何で知ったか

■9歳以下

586

【15.2％】

■40代

476

【12.4％】

■大阪市内

1,518

【39.4％】

■初めて

3,042

【79.0％】

＊パンフレット＊

195

【5.7％】

＊友人（知人）の紹介＊

846

【24.6％】

■10代

713

【18.5％】

■50代

461

【12.0％】

■大阪府内

1,320

【34.3％】

■2回目

510

【13.2％】

＊雑誌・広報誌＊

81

【2.4％】

＊SNS＊

208

【6.0％】

■20代

428

【11.1％】

■60代以上

785

【20.4％】

■他府県

975

【25.3％】

■3回目以上

299

【7.8％】

＊TV・ラジオ・新聞＊

100

【2.9％】

＊学校関係＊

418

【12.1％】

■30代

403

【10.5％】

■国外

37

【1.0％】

＊ホームページ＊

759

【22.1％】

＊その他＊

835

【24.3％】
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課題

９

展示の更新及び更新に係る費用
経費を抑えた展示内容（今後の更新も見据えた内容）

指定管理者制度における市費の削減
有料コースの設定、自主事業の拡大



現在の取組み①【コーチング】
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アテンド（案内）から コーチング（助言・指導）へ

・アシスタントコーチ（チーフ）は防災士の資格取得

・コース体験の振り返り時に質問に対する助言や指導を行う

※これまで消防OBの職員が行っていたものをアシスタントコーチ（チーフ）が実施

多様化する災害への対応をタイムリーに反映

時事ニュースを踏まえた災害対策等をアドバイス

これまでの防災研修より一歩踏み込んだ体験価値を目指す



現在の取組み②【イベント】

子ども、子育て世代、高齢者等の世代を対象にしたイベント

●「キッズ＆ユースファイヤー」 小中学生とその家族対象）

3日間 1,209人参加（R7年度）

●「パパママ応急教室」 乳幼児に対する応急手当

5日間 61人参加（R6年度）

●「シルバーエイジファイヤーイベント」 高齢者への防災啓発（映像及びパネル展示）

3日間 1055人来館（R6年度）
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現在の取組み②【イベント】

他機関との連携

■「あべのタスカルサマ―イベント」 気象庁・海上保安庁・自衛隊・環境局・

           ２日間  1,165人参加（R7年度）                                           地域振興協会とのコラボイベント

■「ローリングストックの防災講話＆防災クッキング」 カルビー、花王、森永乳業の協力

1日 68人参加（R6年度）

その他

▼「ストーブ等の危険を知ろう」▼「スプレー缶の怖さを知ろう」etc

（パネル展示及び映像）
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現在の取組み②【イベント】

 NHKと連携したイベント

・NHKが取材した阪神淡路大震災発生当時

の映像をあべのタスカルで上映

・その内容をNHKがTV放映することで

あべのタスカルの広報に繋げる

 企業等のイベント等に参画

企業が企画するイベントの一部として

体験コースの受入を実施
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現在の取組み③【AＲコンテンツ】

 ARめざせ！地震マスター AR消火ゲーム



今後の取り組みについて
来館者の利便性向上のためＬＩＮＥを使用したオンライン予約を開始
（年度内予定）

【画面イメージ】
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【画面イメージ】
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【画面イメージ】
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体験コースの見直し

18

はじめて体験される方

タスカルコースを体験された方

小中学校団体

短い時間でエリアを体験したい方
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議題３
指定管理者の自主事業

 あべのタスカルのイメージキャラクター
「たすける」を使用したグッズの販売  消防車等の写真データを使用した缶バッジ

＊ステンレスサーモタンブラー＊ ＊たすけるTシャツ＊
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自主事業【今後予定】

 有料コース（イベント）の検討

『防災×スポーツ鬼ごっこ』

楽しみながら体を動かす

防災活動時のチームワークや

体力づくりに繋がる

あべのタスカル施設の提供

×

体験コースの実施



議題４
起震装置更新に伴う代替展示

 起震装置老朽化に伴い令和７年10月から令和９年３月の間、地震体験が停止

 令和７年の撤去期間【10月9日～10月28日】に防災体験学習エリアが使用できず

防災研修エリアを使用して代替展示
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代替展示内容【コース】

①シアター映像を視聴（直下型・南海トラフ・小中学校向け）

②119番通報体験（訓練用公衆電話）

③水消火器による初期消火体験

①
②

③

④AＲ機器を使用した煙中避難体験

⑤避難器具展示 使用方法の説明と体験

車いすの使用方法と避難（避難支援）

ジャッキを使用した救助方法体験（救助）

止血や骨折の固定方法体験
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代替展示内容【自由見学エリア】

・AＲ消火ゲーム

・消防の防火衣、活動服など着せ替え写真撮影
バッテリーカーやたすけるとの撮影

・防災用品などのグッズ販売

設備機器

物販コーナー

A
R
消
火
ゲ
ー

ム

消防服着せ替え写真

めざせ！地震マスター

自由見学エリア

・AＲめざせ！地震マスター
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議題５
阿倍野防災センターの更新計画について

 例 現在の阿倍野防災センターでリニューアル

 例 新訓練センターや消防署の建て替えに合わせて移転 etc

「令和7年度大阪市一般会計予算」に対する付帯決議を受けて

【維持管理費及び委託運営費も鑑みた上で、将来にわたって必要な消防力を維持できる
よう、あべのタスカルを含めた消防局所管施設全体について、施設規模や機能分担を含
めて将来需要を見越した計画を立てること】

阿倍野防災センターの更新計画を検討する必要
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来館者にアンケートを実施（参考）

大阪の主要なターミナル駅（梅田・なんば・天王寺等）から
何分以内なら、防災体験学習施設を訪れようと思いますか？

※令和７年４月からアンケート

５分以内 ２４８ 20.1％

１０分以内 ５９４ 48.2％

２０分以内 １６６ 13.5％

３０分以内 １０３ 8.4％

それ以上でも問
題ない

１２２ 9.9％

総数１，２３３人
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